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新
潟
県
佐
渡
市
金
井
町
の
北
條
家
は
医
家
と
し
て
一
七
世
紀

後
半
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
続
き
、
昭
和
五
二
年
、
同
家
の

建
物
は
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の

北
條
家
の
総
合
調
査
が
平
成
一
○
年
に
行
わ
れ
、
蒲
原
宏
先
生

が
医
学
・
医
療
関
連
資
料
の
調
査
を
担
当
さ
れ
た
（
「
金
井
町
文

化
財
調
査
報
告
」
金
井
町
教
育
委
員
会
）
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
研
究
で
は
北
條
家
に
伝
わ
る
薬
箱
の

中
に
残
る
薬
物
を
中
心
に
検
討
し
、
北
條
家
に
伝
わ
る
医
学
資

料
、
な
ら
び
に
、
演
者
ら
が
調
査
し
て
き
た
江
戸
～
明
治
時
代

初
期
の
薬
箱
と
比
較
・
考
察
し
た
。

北
條
家
の
薬
箱
は
木
製
、
漆
塗
り
、
五
段
の
引
き
出
し
か
ら

な
り
、
横
二
○
、
奥
行
き
三
○
、
高
さ
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
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北
條
家
（
佐
渡
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薬
箱
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検
討
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村
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製
作
年
代
と
使
用
者
は
不
明
で
あ
る
。
一
段
目
に
は
四
五
袋
、

二
段
目
に
は
四
一
袋
、
三
段
目
・
四
段
目
に
は
各
二
五
袋
、
計

一
三
六
の
薬
袋
中
に
生
薬
が
現
存
し
、
五
段
目
に
は
薬
包
紙
や

薬
袋
中
に
二
七
種
類
の
生
薬
末
や
製
剤
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
内
、
製
剤
一
三
種
類
、
重
複
す
る
八
種
類
、
不
明
四
種
類

を
除
く
、
一
三
五
種
類
の
生
薬
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
の
特
徴

を
明
ら
か
に
し
た
。

（
１
）
三
段
目
・
四
段
目
の
薬
袋
は
一
段
目
・
二
段
目
の
薬
袋

よ
り
も
大
き
い
（
前
者
は
横
二
八
×
縦
八
八
×
高
さ
二
六
、
後

者
は
二
五
×
五
八
×
二
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
ま
た
、
生
薬
名
が

重
複
す
る
薬
袋
が
四
段
目
に
四
つ
（
柴
胡
、
筏
苓
、
半
夏
、
桂

皮
）
、
三
段
目
に
一
つ
（
蒼
尤
）
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

下
段
（
三
段
目
・
四
段
目
）
の
も
の
は
使
用
頻
度
の
高
い
生
薬

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
一
般
に
、
引
き
出
し
形
の
薬
箱

で
は
下
段
に
使
用
頻
度
の
高
い
生
薬
を
置
い
て
い
る
。
北
條
家

の
薬
箱
も
こ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。

（
２
）
曲
直
瀬
道
三
の
系
統
を
引
く
『
衆
方
規
矩
』
収
載
の
生

薬
（
「
医
療
衆
方
規
矩
大
成
」
一
字
画
引
）
と
比
較
す
る
と
、
北

條
家
の
薬
箱
の
生
薬
の
八
五
％
二
一
五
種
類
）
が
「
衆
方
規
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矩
』
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

薬
箱
は
基
本
的
に
は
後
世
派
に
属
す
る
医
師
の
も
の
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
同
家
が
所
蔵
す
る
医
方
書
に
は
李
朱
医
学
を
伝

え
た
曲
直
瀬
道
三
、
曲
直
瀬
玄
朔
、
岡
本
玄
冶
な
ど
の
後
世
派

も
の
が
多
い
と
報
告
さ
れ
て
お
り
（
蒲
原
宏
「
北
條
家
医
学
・

医
療
関
係
資
料
」
）
、
薬
箱
の
薬
物
調
査
の
結
果
も
こ
れ
と
一
致

し
た
。（

３
）
日
本
漢
方
の
古
方
派
の
原
典
で
あ
る
『
傷
寒
論
』
・

『
金
置
要
略
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
生
薬
の
出
現
率
は
、
一
段

目
・
二
段
目
で
は
四
四
％
、
三
段
目
で
は
七
○
％
、
四
段
目
で

は
一
○
○
％
で
あ
り
、
下
段
に
行
く
ほ
ど
そ
の
割
合
が
増
大
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
薬
箱
の
持
ち
、
王
は
後
世
派
の
処
方

の
中
で
も
、
「
傷
寒
・
金
置
』
の
処
方
を
主
に
使
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
た
。
ま
た
、
他
の
薬
箱
で
は
一
般
的
で
は
な
い

「
莞
花
、
大
戟
、
旋
覆
花
、
冬
瓜
子
」
が
こ
の
薬
箱
に
み
ら
れ
る

点
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
の
生
薬
は
『
傷
寒
・
金
置
』
の

処
方
で
使
わ
れ
る
生
薬
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
処
方
の
使
用

頻
度
は
低
い
。
そ
の
よ
う
な
処
方
も
使
っ
て
い
た
こ
と
を
薬
箱

の
薬
物
は
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
北
條
家
の
蔵
書
に
は
「
仲

景
全
書
』
・
「
金
置
要
略
」
を
は
じ
め
、
吉
益
東
洞
の
『
類
聚

方
」
・
『
薬
徴
』
な
ど
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
條
家
の
歴

代
の
医
師
の
中
に
は
古
医
方
に
傾
倒
し
た
人
も
い
た
と
み
ら
れ

る
。

（
４
）
閏
方
関
連
の
生
薬
が
な
い
点
も
注
意
を
要
す
る
。
一
角

の
製
剤
、
お
よ
び
「
虫
下
し
、
セ
メ
ン
シ
イ
ナ
」
の
製
剤
の
み

で
あ
る
。
藺
方
の
影
響
を
受
け
た
大
分
県
中
津
の
村
上
家
の
薬

箱
に
「
マ
ン
ナ
、
エ
ブ
リ
コ
、
ア
ル
テ
ァ
葉
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
、

ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、
接
骨
木
花
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
比
較

す
る
と
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
北
條
家
の
医
師
の
中
に
は
漢

蘭
折
衷
の
伊
良
子
家
で
修
行
し
た
人
も
お
り
、
ま
た
、
蔵
書
中

に
宇
田
川
榛
斎
の
「
医
範
提
綱
』
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
蘭
方
を

摂
取
し
た
と
み
ら
れ
る
形
跡
は
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

薬
箱
か
ら
み
る
限
り
で
は
蘭
方
の
影
響
は
少
な
い
。

本
研
究
は
東
京
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我
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学
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術
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す
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（
一
四
○
二
三
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四
）
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一
環
で
行
っ
た
。


